
経産局田口課長補佐 ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

平
沼
議
長
お
疲
れ
様
で
し
た 

す 
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≪開会のご挨拶≫岡本繁美北海道地方本部長 

 

西村耕一会長(日砕協) 

労働局工藤安全課長 

道経済部高柳主査 

 
(

一
社)

日
本
砕
石
協
会
北
海
道
地
方

本
部
の
通
常
総
会
が
、
５
月
24
日(

木)

、

午
後
４
時
か
ら
札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ

ル
に
て
北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
・
燃

料
課
田
口
課
長
補
佐
、
北
海
道
労
働
局

工
藤
安
全
課
長
、
北
海
道
経
済
部
環
境

エ
ネ
ル
ギ
ー
室
高
柳
主
査
を
は
じ
め
と

す
る
監
督
官
庁
や
関
連
団
体
か
ら
多
く

の
御
来
賓
を
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。
日

砕
協
本
部
か
ら
は
西
村
会
長
と
友
田
専

務
理
事
に
御
臨
席
い
た
だ
き
、
会
員
賛

助
会
員
総
勢
105
名
に
よ
り
盛
会
に
開

催
し
ま
し
た
。 

岡
本
本
部
長
は
総
会
開
催
に
あ
た

り
、「
昨
年
は
３
月
に
北
海
道
新
幹
線
が

開
業
し
、
北
海
道
活
性
化
の
波
が
道
南

か
ら
道
内
各
地
へ
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
て
始
ま
り
ま
し
た
が
、
道
内

の
砕
石
需
要
は
後
半
に
一
部
持
ち
直
し

の
動
き
が
見
ら
れ
た
も
の
の
全
体
と
し

て
需
要
拡
大
に
結
び
付
か
ず
、
生
産
量

は
９
７
４
万
ト
ン
と
、
６
年
ぶ
り
に
１

千
万
ト
ン
を
割
る
厳
し
い
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
大
き
な
自
然
災
害
が

多
発
し
地
域
社
会
の
安
全
を
守
る
イ
ン

フ
ラ
の
着
実
な
整
備
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
す
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
北

海
道
の
活
力
を
伸
ば
す
た
め
に
は
道
内

産
業
の
成
長
と
発
展
を
し
っ
か
り
支
え

る
社
会
基
盤
整
備
づ
く
り
が
欠
か
せ
な

い
と
こ
ろ
で
す
。
自
然
災
害
に
強
い
安

全
な
北
海
道
の
大
地
を
し
っ
か
り
守
っ

て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。 

我
々
砕
石
業
界
は
社
会
基
盤
整
備
に

不
可
欠
な
砕
石
の
安
定
供
給
を
し
っ
か

り
担
い
、
い
く
ら
か
で
も
北
海
道
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
生
産
性
の
維
持
向

上
や
経
営
の
安
定
化
に
不
断
の
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

当
面
の
重
要
課
題
で
あ
る
労
働
安
全

の
確
保
は
も
と
よ
り
、
生
産
技
術
の
効

率
化
、
人
材
の
育
成
確
保
、
適
正
単
価

の
維
持
、
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま

す
。 本

年
度
も
、
様
々
な
課
題
に
対
し
、

日
本
砕
石
協
会
本
部
及
び
関
連
団
体
と

の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
会
員
一
丸
と

な
っ
て
取
組
ん
で
行
け
れ
ば
と
考
え
ま

す
。 本

日
の
総
会
で
は
、
向
う
一
年
間
の

事
業
計
画
等
を
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
熱
心
な
審
議
を
お
願
い
し
、
総
会

開
催
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。「
昨
年
は
度
を
顧
み
ま
す
と
、
政
府

は
デ
フ
レ
経
済
か
ら
脱
却
の
た
め
、
補

正
予
算
、
本
年
度
予
算
で
公
共
事
業
費

を
大
幅
な
増
額
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
度 

平
成
二
十
九
年
度 

通
常
総
会
特
集
号 

フ
ラ
の
着
実
な
整
備
の
重
要
性
を
改
め
て

認
識
す
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

北
海
道
の
活
力
を
伸
ば
す
た
め
に
は
道

内
産
業
の
成
長
を
し
っ
か
り
支
え
る
社
会

基
盤
整
備
づ
く
り
が
か
か
え
な
い
と
こ
ろ

で
す
。
自
然
災
害
に
強
い
安
全
な
北
海
道

の
大
地
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
こ
と
も

必
要
で
す
。 

我
々
砕
石
業
界
は
社
会
基
盤
整
備
に
不

可
欠
な
砕
石
の
安
定
供
給
を
し
っ
か
り
担

い
、
い
く
ら
か
で
も
北
海
道
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
生
産
性
の
維
持
向
上
や
経
営
の

安
定
化
に
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

当
面
の
重
要
課
題
で
あ
る
労
働
安
全
の

確
保
は
も
と
よ
り
、
生
産
技
術
の
効
率
化
、

人
材
の
育
成
確
保
、
適
正
単
価
の
維
持
、

な
ど
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。 

本
年
度
も
、
様
々
な
課
題
に
対
し
、
日

本
砕
石
協
会
本
部
及
び
関
連
団
体
と
の
連

携
を
深
め
な
が
ら
、
会
員
一
丸
と
な
っ
て

取
組
ん
で
行
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

本
日
の
総
会
で
は
、
向
う
一
年
間
の
事

業
計
画
等
を
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
熱

心
な
審
議
を
お
願
い
し
、
総
会
開
催
に
あ

た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
」
と
結
ば

れ
、
こ
の
あ
と
、
議
長
に
平
沼
副
本
部
長

指
名
し
議
案
審
議
の
結
果
、
原
案
通
り
す

べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

一
般
社
団
法
人
日
本
砕
石
協
会 

北
海
道
地
方
本
部
通
常
総
会
開
催 



         

一
般
社
団
法
人
日
本
砕
石
協
会 

定
時
総
会
（
東
京
都
） 

 

平
成
29
年
度
（
一
社
）
日
本
砕
石
協
会

定
時
総
会
が
６
月
１
日(

木)

東
京
都
新

宿
区
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
、
会

員
・
賛
助
会
員
多
数
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

西
村
会
長
は
開
会
に
あ
た
り
、

「
経
産
省
の
統
計
に
よ
れ
ば
昨
年

度
の
砕
石
需
要
は
若
干
増
加
し
て

い
る
が
、
業
界
内
の
感
触
と
す
れ

ば
未
だ
低
迷
し
て
い
る
。
砕
石
業

界
は
、
物
流
関
係
の
改
善
、
適
正

価
格
の
確
保
な
ど
、
し
っ
か
り
取

り
組
む
べ
き
課
題
が
あ
る
。
若
い

人
に
入
っ
て
き
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
死
亡
災
害
の
撲
滅
、
就
業
条
件
の
改

善
な
ど
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

る
必
要
が
あ
る
。
各
地
方
組
織
と
共
に
活

動
を
展
開
し
、
軽
油
引
取
税
免
税
措
置
の

期
間
延
長
を
は
じ
め
、
諸
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。 

西
村
会
長
が
議
長
と
な
り
、
す
べ
て
の

議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
、
任
期
満
了

に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、
13
名
の
理
事
と

２
名
の
監
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

北
海
道
地
方
本
部
か
ら
は
、
岡
本
繁
美

本
部
長
、
宮
本
義
久
副
本
部
長
、
平
沼
昌

平
副
本
部
長
の
３
名
が
理
事
に
再
選
さ

れ
、
そ
の
後
の
理
事
会
に
お
い
て
役
員
の

互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
の
西
村
耕

一
氏
、
副
会
長
の
岡
本
繁
美
氏
、
才
田
善

之
氏
は
留
任
、
新
た
に
三
浦
孝
次
郎
氏

（
東
北
地
方
本
部
長
）
が
加
わ
り
、
専
務

理
事
に
友
田
正
敏
が
就
任
し
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
、
北
海
道
地
方
本
部
か
ら
岡

本
本
部
長
、
宮
本
副
本
部
長
、
藤
野
理
事
、

安
室
事
務
局
長
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

北
海
道
国
有
林
採
石
協
会 

通
常
総
会
開
催 

平
成
29
年
第
38
回
通
常
総
会
は
５
月

24
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
札
幌
東
急
Ｒ

Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に
て
、
北
海
道
森
林
管
理
局

の
渕
上
局
長
と
恒
松
資
源
活
用
第
一
課

長
を
来
賓
に
迎
え
開
催
し
ま
し
た
。 

辻
会
長
は
総
会
開
催
に
あ
た
り
、
「
渕

上
局
長
、
ま
た
森

林
管
理
局
・
署
の

皆
様
に
は
、
日
頃

協
会
及
び
会
員

に
対
し
て
ご
指

導
ご
支
援
を
頂

き
、
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
の
砕
石

需
要
は
後
半
に

一
部
持
ち
直
し

の
動
き
が
見
ら

れ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
砕
石
の
需
要

拡
大
に
結
び
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

大
き
な
自
然
災
害
が
多
発
し
地
域
社
会

の
安
全
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
重
要

性
を
改
め
て
認
識
す
る
年
で
し
た
。 

採
石
業
を
担
う
者

と
し
て
、
社
会
基
盤

整
備
に
欠
か
せ
な
い

基
礎
資
材
を
し
っ
か

り
と
供
給
し
、
北
海

道
発
展
に
貢
献
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

会
員
の
皆
様
は
、

需
要
先
の
開
拓
、
原

石
山
の
確
保
、
防

災
・
保
全
対
策
、
労

働
安
全
対
策
な
ど
に

取
組
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
特
に
、
国
有
林

の
中
で
事
業
を
営
む

も
の
と
し
て
、
森
林
管
理
署
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
、
自

然
環
境
に
配
慮
し
た
採
掘
や
採
石
跡
地

の
整
備
・
緑
化
な
ど
に
努
め
、
地
域
社
会

か
ら
認
め
ら
れ
る
事
業
実
施
に
取
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
全
国
国
有

林
採
石
協
会
、
ま
た
日
本
砕
石
協
会
北
海

道
地
方
本
部
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
会
員
の
皆
様
の
ご
努
力
を
支

援
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
日
は
、
熱
心
な
審
議
を
お
願

い
し
ま
す
。
」
と
結
び
、
議
長
に
藤
野
理

事
を
指
名
し
議
案
審
議
の
結
果
、
原
案
通

り
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

※
役
員
改
選
の
結
果
は
次
の
通
り
。 

           

【
任
期
満
了
役
員
改
選
】
新
役
員 

 

本 
部 
長 

岡
本
繁
美 

 

札
幌 

 

副
本
部
長 

宮
本
義
久 

 

小
樽 

 
 

 

〃 
 
 
 
 

平
沼
昌
平 

 

函
館 

新 
 

 

〃 
 

 
天
方 

實 
 

釧
根 

会
計
理
事 

青
木 
伸 

 

札
幌 

 
 

 

〃 
 
 
 
 

河
合
道
明 

 

小
樽 

新 

理 
 
 
 

事 

藤
野
徹
弥 

 
札
幌 

 
 
 

 
 
 

〃 
 
 
 
 

五
十
嵐
正
幸 
旭
川 

 
 

 
 
 

〃 
 
 
 

田
中
敏
夫 

 
 

旭
川 

 
 
 

 
 
 

〃 
 

 

粥
川
照
雄 

 

稚
内 

 
 
 

 
 
 

〃 
 

 

佐
藤
和
浩 

 
 

函
館 

 

新 
 
 
 

〃 
 
 
 

湯
浅
勝
美 

 

網
走 

 
 
 

 
 
 

〃 
 

 

河
野
俊
一 

 

釧
根 

 
 
 

 

 

 

【
任
期
満
了
役
員
改
選
】
新
役
員 

  
 

会 
  

長 

辻 

庄
嗣 

 
 

副 

会 

長 

岡
本
繁
美 

 
 

〃  
 

中
村
辰
夫 

新 
 

〃 
 

 

藤
野
徹
弥 

 
 

理 
 

事 

山
本
浩
平 

〃 
  

粥
川
照
雄 

 
 

〃 
 
 
 

美
田
和
夫 

 
 
 

 

〃  
 

瀧
澤
忠
一 

 
 

〃  
 
 

星
加
範
保 

新 

技
術
担
当 

理 
 
 
 

事 
  

 

専
務
理
事 

安
室
正
彦(

員
外) 

 
 

監 
 

事 

小
岸
芳
行 

 

新 
 
 

〃 
 
 
 

岩
田
満
輝 

 

※
役
員
は
次
の
通
り 

源
田
茂
男(

員
外) 



【
任
期
満
了
役
員
改
選 

新
役
員
】 

 
 

会 
 

長 

岡
本
繁
美 

副 

会 

長 

河
合
道
明 

理 
 
 
 

事 

曽
我
部
喜
市 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

五
十
嵐
正
幸 

 

 

〃 
 
 
 

粥
川
照
雄 

 

〃 
 
 
 

平
沼
昌
平 

 

〃 
 
 
 

青
木 

 

伸 

新 
 

〃  
 
 

湯
浅
勝
美 

新 
 

〃 
 
 
 

藤
野
徹
弥 

 
 

専
務
理
事 

 

安
室
正
彦 

監 
 

事 
 

室
野
邦
宏 

 
 

 
 

〃 
 
 
 

岸
本
教
範 

 

全
国
国
有
林
採
石
協
会 

 

通
常
総
会
開
催
さ
れ
る 

 

平
成
29
年
度
全
国
国
有
林
採
石
協
会

通
常
総
会
が
６
月
２
日(

金)

、
東
京
都
千

代
田
区
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
エ
ド

モ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
は
辻
副
会
長
の
開
会
挨
拶
で
始

ま
り
、
来
賓
に
は
、
林
野
庁
の
吉
村
業
務

課
長
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。 

 
 
 

 

塚
田
会
長
は
挨
拶
で
、
「
当
協
会
は
社

会
資
本
の
整
備
に
不
可
欠
な
基
礎
資
材

で
あ
る
砕
石
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

供
給
す
る
等
、
地
域
の
発
展
や
公
共
の
福

祉
に
寄
与
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

国
有
林
野
内
で
事
業
を
展
開
し
て
い

る
当
協
会
は
、
公
益
的
機
能
の
発
揮
を
よ

り
重
視
し
た
森
林
整
備
を
進
め
る
国
有

林
野
事
業
の
経
営
方
針
の
も
と
、
他
の
模

範
と
な
る
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
事
業

の
実
施
と
跡
地
の
緑
化
を
積
極
的
に
行

っ
て
頂
き
た
い
。
」と

結
ば
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
北
海
道

国
有
林
採
石
協
会
か

ら
辻
会
長
、
藤
野
副

会
長
、
安
室
専
務
理

事
の
三
名
が
出
席
し

ま
し
た
。 

な
お
、
通
常
総
会

に
先
立
ち
、
塚
田
会

長
、
辻
副
会
長
、
中

田
副
会
長
に
よ
り
、
農
林
水
産
省
庁
舎
に

お
い
て
林
野
庁
に
対
す
る
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 

 北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

通
常
総
会
開
催 

 

平
成
29
年
第
31
期
通
常
総
会
は
５
月

24
日(

水)

札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
に

て
午
後
三
時
よ
り
、
北
海
道
中
小
企
業
団

体
中
央
会
か
ら
玉
田
企
画
情
報
部
長
を

来
賓
に
迎
え
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

岡
本
会
長
の
開
会
挨
拶
で
は
、
「
本
年

８
月
、
当
連
合
会
は
、
昭
和
62
年
の
設
立

か
ら
30
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
当
時
の

道
内
砕
石
生
産
量
は
現
在
の
1.6
倍
ほ
ど

で
、
需
要
は
上
昇
基
調
に
あ
り
ま
し
た
が
、

経
営
面
で
は
、
市
場
分
野
の
調
整
、
適
正

価
格
の
維
持
、
災
害
防
止
準
備
金
制
度
の

運
用
、
構
造
改
善
の
対
策
な
ど
、
連
合
組

織
の
設
立
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
、
創
立

メ
ン
バ
ー
８
組
合
で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
砕
石
生
産
量
は
平
成
８
年
に

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
以
降
、
こ
こ
数
年
は
ピ

ー
ク
時
の
５
割
を
下
回
る
状
況
と
な
り
、

ま
た
、
道
路
用
砕
石
の
シ
ェ
ア
低
下
、
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
法
の
導
入
と
い
っ
た
需

要
構
造
の
変
化
や
、
品
質
の
確
保
要
求
の

高

ま

り

な

ど

へ

も

対

応

が

求

め

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

て

き

て

い

ま
す
。 

砕

石

の

安

定

し

た

供
給
は
、
北

海

道

の

社

会

基

盤

整

備

に

な

く

て

は

な

ら

な

い
も

の

で
あ
り
、
我
々
砕
石
業
が
し
っ
か
り
担
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
30
年
の

節
目
を
迎
え
、
諸
先
輩
方
の
思
い
と
成
果

を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
皆
で
力
を
合
わ
せ

種
々
の
課
題
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、
今
後

と
も
組
合
事
業
及
び
連
合
会
活
動
の
着

実
な
発
展
を
期
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
連
合
会
傘

下
の
各
組
合
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
、
総
会
に
当
た
っ
て
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
」
と
結
び
、
議
長
に
は
河
合
副

会
長
が
選
出
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
す
べ
て

の
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

※
役
員
改
選
は
次
の
通
り
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

 

平
成
29
年
5
月
24
日
(水)

17
時
15
分
～ 

≪

三
団
体
合
同
懇
親
会≫

 

※
新
役
員
の
中
か
ら
急
遽
、
副
本
部
長
、

副
会
長
に
な
ら
れ
た
お
二
方
に
、
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◎
日
砕
協
道
本
部
・
副
本
部
長 

 

 

   

◎
国
有
林
採
石
協
会
・
副
会
長 

 

    

天方 實様 藤野徹弥様 
 



開 催 日 平成 29 年 9月 14 日(木) 

開催場所 札幌東急ＲＥＩホテル 

道本部では、北海道砕石協同組合連合会と

北海道国有林採石協会との共催で第 14回「北

海道砕石技術研究会」を開催いたします。 

内容は、会員及び賛助会員からの発表に加

え山間地におけるドローン活用について北海

道森林管理局、砕石資源について道立地質研

究所からの特別講演を計画中です。プログラム

が固まり次第、みなさんにご案 

内いたしますので、多数ご参 

加お待ちしております。 

 

                                  

                                  

                

                  

平
成
29
年
度
安
全
標
語 

｢

入
選｣

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 
 

佳
作 

    
 
 
 

 

                       

平成 29年度 

安全スローガン 

リスクアセスメントの 

実施と充実で 

災害リスクの 

低減を図ろう！ 

経験の浅い従事者への 

安全教育の実施と充実で

災害を未然防止しよう！ 

『
死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
に
む
け
て
』 

北
海
道
労
働
局
に
よ
る
と
、
死
亡
労
働

災
害
の
増
加
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
大
変
憂
慮
す
べ
き
状
況
で
あ
り
、
４

月
28
日
に
は
、
北
海
道
労
働
局
長
を
は
じ

め
、
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
、
陸
上

運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
な
ど
の

関
係
者
に
よ
り
、
「
緊
急
共
同
宣
言
」
が

出
さ
れ
ま
し
た
。 

労
働
災
害
防
止
は
日
々
取
り
組
む
べ

き
重
要
課
題
で
す
。
安
全
活
動
の
充
実
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。 

『
緊
急
共
同
宣
言
』 

北
海
道
労
働
局
管
内
で
は
、
平
成
28
年

の
死
亡
労
働
災
害
が
77
人
と
前
年
に
比

べ
12
人
増
加
し
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も

３
月
末
ま
で
に
18
人
と
前
年
に
比
べ
５

人
の
増
加
と
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況

に
あ
る
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
平
成

25
年
か
ら
29
年
ま
で
の
間
で
取
り
組
ん

で
い
る
「
第
12
次
労
働
災
害
防
止
計
画
」

に
定
め
た
目
標
の
達
成
は
困
難
で
あ
る
。 

職
場
に
お
い
て
尊
い
人
命
が
失
わ
れ

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

行
政
と
労
働
災
害
防
止
に
取
り
組
む

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
北
海
道
に
お

け
る
死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
に
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
す
る
。 

 

「
軽
油
引
取
税
課
税
免
除
措
置
の
期
間
延
長
要
望
」 

 

４
月
19
日
、
道
本
部
と
連
合
会
は
、
軽
油
引
取
税
免
除
措
置
の
恒
久
化
・
期
間
延

長
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

免
税
措
置
は
、
平
成
27
年
に
３
年
間
延
長
さ
れ
、
今
年
度
末
に
期
限
切
れ
を
迎
え

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鉱
物
（
岩
石
及
び
砂
利
を
含
む
）
の
掘
採
事
業
に
お
け

る
免
税
は
、
北
海
道
（
平
成
27
年
度
）
で
は
、
48
千
㎘ 

15
億
４
千
万
円
に
な
っ
て
お
り
、
砕
石
事
業
に
と
っ
て
免 

税
が
廃
止
さ
れ
る
と
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。 

当
日
は
、
岡
本
本
部
長
・
会
長
が
北
海
道
砂
利
工
業
組 

合
の
小
澤
理
事
長
と
共
に
、
北
海
道
経
済
産
業
局
、
北
海 

道
、
北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会
に
出
向
き
、
骨
材
業 

界
の
厳
し
い
経
営
環
境
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
連
名
の 

要
望
書
を
手
交
し
免
税
措
置
期
間
延
長
の
実
現
を
お
願
い 

し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

第 14回北海道砕石技術研究会開催 

平成 29 年度採石業務管理者試験日 

日時 平成 29 年 10 月 13 日（金） 

受験テキスト（問題集と参考書）発売中 

① 平成 29 年度採石業務管理者試験の問題

と解説 

② 採石業務管理者試験の受験テキスト 

㈱日本砕石新聞社 電話 03-3256-1739 

※業管試験前準備講習会は今年ありません。 

ち
ょ
っ
と
待
て
！ 

手
を
出
す
前
に 

ま
ず
確
認 

慣
れ
と
油
断
は 

事
故
の
も
と 

指
差
呼
吸
で
安
全
確
認 

 
 
  

 
 
 

  

岡
本
興
業
㈱ 

野
村
正
博 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(一社)日本砕石協会 

「
編
集
後
記
」 

今
回
の
砕
石
だ
よ
り
は
「
総
会
特
集
号
」

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

今
年
九
月
十
四
日
に
、
第
十
四
回
北
海

道
砕
石
技
術
研
究
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
発
行
に
あ
た
り
、
各
支
部
・
組
合

か
ら
の
情
報
提
供
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

編
集
事
務
局
一
同 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 


